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1） 検討対象について

○ 血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与

低血糖発作による意識消失が疑われる患者に対して、血糖測定を行い、低血糖の場合はブドウ糖
溶液の投与を行う。

○ 重症喘息患者に対する吸入β刺激薬の使用

既に吸入β刺激薬が処方されている喘息患者が 発作のため吸入を自力で行えない場合に 患者既に吸入β刺激薬が処方されている喘息患者が、発作のため吸入を自力で行えない場合に、患者
に吸入を行う。

○ 心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施

心肺機能停止前であるが、重症の患者に対して静脈路の確保及び輸液の投与を行う。
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２） 厚生労働科学研究班で検討すべき視点

分担研究者： 野口宏 藤田保健衛生大学医学部救急科教授

○ 検討対象の行為を救急救命士が現場で行うことは、直ちに救急医療機関
に搬送して医師等が処置を行うよりも、医学的有効性があるか。

○ 検討対象の行為について、処置の難易度と実施体制等を勘案し、救急救
命士が安全に行うことができるか。

○ 検討対象の行為について、仮に救急救命士が行う場合、その実行性を確
保するために、どのような条件（追加すべき教育内容、業務プロトコール、医
師 指 体制 事後検 体制等 が師の指示体制、事後検証体制等）が必要か。

○ 検討対象の行為を救急救命士が現場で行うことにより、より適切な救急医○ 検討対象の行為を救急救命士が現場で行う とにより、より適切な救急医
療機関への搬送が可能となるか。
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